
中学校第３学年

こんな展開はいかがですか
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中学校第３学年　「（４）健康な生活と病気の予防」　イ 生活行動・生活習慣と健康」

１．単元名　生活行動・生活習慣と健康

２．単元の目標
・ 生活行動・生活習慣と健康について関心をもち，学習活動に意欲的に取り組むことができる
ようにする。 （関心・意欲・態度）
・ 生活行動・生活習慣と健康について，課題の解決を目指して，知識を活用した学習活動など
により，科学的に考え，判断し，それらを表すことができるようにする。 （思考・判断）
・ 生活行動・生活習慣と健康について，課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活と
のかかわりを理解できるようにする。 （知識・理解）

３．単元について
本単元は，これからの社会を生きる生徒が，生涯を通じて健康で活力ある生活を送るための基

礎を学ぶ大切な単元と考える。
がんとは，体の中で，異常な細胞が際限なく増えてしまう病気であること。またがんには様々

な種類があり，病気が進むと，元気な生活ができなくなったり，命を失ったりすることもあるこ
とについては，小学校体育科保健領域で学習している。それらを踏まえて，ここでは，がんの予
防方法等について第 5時に発展的に学習することとする。
本単元では，生活習慣病の一つとしてがんを扱うが，生活習慣が主な原因とならないがんもあ

る（小児がん，肝がんなど）。特に，これらのがん患者が身近にいる場合，生活習慣が原因でがん
になったという誤解を招かぬよう，十分な配慮をする必要がある。
ここでは，がんを含めた疾病の予防のため，規則正しい生活，バランスのとれた食事，適度な

運動などの方法等の一次予防について学習する。がんを通して，健康づくりの上での一次予防の
必要性など，保健の基本的な概念を思考・判断したり，知識・理解を深めたりすることができる
ように配慮したい。また食育との関連性を意識しながら指導したい。

４．単元計画 （参考　文部科学省　「生きる力」を育む中学校保健教育の手引き）

第1時 第2時 第3時

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

食生活と健康 運動と健康 休養及び睡眠と健康
○健康を保持増進するためには，
毎日適切な時間に食事をする
こと
○年齢や運動量に応じて栄養素
のバランスや食事の量などに
配慮する必要があること
○運動によって消費されたエネ
ルギーを食事によって補給す
ることが必要であること

○運動には身体の各器官の機能
を刺激し， その発達を促すと
ともに， 気分転換が図られる
など， 精神的にもよい効果が
あること

○健康を保持増進するためには
日常生活において適切な運動
を続けることが必要であるこ
と

○長時間にわたる学習，運動，
作業（特に VDT 作業につい
て触れる）は，疲労やストレ
スをもたらし，心身の不調や
病気を引き起こすこと

○健康を保持増進するためには， 
休養及び睡眠によって心身の
疲労を回復することが必要で
あること

1. 生きていくために必要な栄養
素をバランスのとれた食事か
らとることを知る。

2. 自分の食生活の問題点を見つ
け，改善する方法を考える。

1. 適度な運動を日常生活の中に
取り入れることは，体の発育
を促すことを知る。

2. 生涯を通した健康の保持増進
のための運動について考える。

1. 疲労を感じた時の自覚症状を
例として，身体的疲労と肉体
的疲労それぞれに適した疲労
回復の方法を考える。

2. 休養など疲労回復の方法を知
る。
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５．展開例（５／５時間）
（１）調和のとれた生活と生活習慣病
（２）本時の目標
・ 調和のとれた生活やがんなどの生活習慣病について，健康に関する資料で調べたことを基
に，課題や解決の方法を見つけて説明することができるようにする。 （思考・判断）

・ 調和のとれた生活やがんなどの生活習慣病について，理解したことを話したり，書いたり
することができるようにする。 （知識・理解）

（３）展開　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
10
分

1. 前時学習した内容を想起する。
〈予想される反応〉
・がんは，体の中で，異常な細
胞が際限なく増えてしまう病
気だったな。

・がんを予防するにはどうした
らいいのかな。

○資料を提示しながら，前時学習した内
容を振り返る。
○本時は，がんの予防について焦点的に
学習することを伝える。

前時資料

展
　
開

　
　
35
分

2. 学習のねらいを知る。

3. 資料から，がんの種類別原因
と予防方法を知る。

〈予想される反応〉
・がんの種類によって原因も
様々なんだね。

・予防の方法も色々ある。

○ここで紹介されている予防方法は成人
を対象としたものであると同時に，ど
んなに生活習慣に気をつけていてもが
んになる成人や子どもがいることに配
慮する。*

資料１
がん種別リスク要因と
予防法

資料をもとに，がんを予防するためにできることについて考えよう。

第4時 第5時（本時）

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

調和のとれた生活と生活習慣病
○健康な生活や疾病の予防には，年齢や生活環境
に応じた食事，適切な運動，休養及び睡眠の調
和のとれた生活を続けることが必要であること

○不適切な生活習慣は，やせや肥満などを引き起
こす原因となること

○不適切な生活習慣は，生活習慣病を引き起こす
要因となり，生涯にわたる心身の健康に影響を
及ぼすこと

○がんとは，体の中で，異常な細胞が際限なく増
えてしまう病気であること

○がんには様々な種類があり，病気が進むと，元
気な生活ができなくなったり，命を失ったりす
ることもあること

○がんにはたばこ，細菌・ウイルス，過量な飲酒，
偏った食事，運動不足など，多様な原因がある
こと

○がんになるリスクを減らすための工夫として，
たばこを吸わない，規則正しい生活，バランス
のとれた食事をする，適度な運動などの方法が
あること

1. 高血圧や心臓病，脳卒中などの循環器系疾患，
糖尿病，がんはどのような病気なのかについて
知る。
2. がんの発生原因や種類について知る。

1. 資料から，がんの種類別原因と予防方法を知る。
2. 資料を基に，がんを予防するための具体的方法
について考える。
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展
　
開
　
　
35
分

・色々ありすぎてどんなことに
気をつければいいのか分かり
にくいね。

4. 資料を基に，がんを予防する
ための具体的方法について考
える。

〈予想される反応〉
・２ページの資料を見るとやっぱ
り男性の場合喫煙が大きな要
因だということが分かるね。

・３ページの５つの健康習慣の
図は改善のポイントがまとめ
られていて分かりやすいね。

・４ページの資料を見ると５つ
の健康習慣でがんのリスクが
低くなることが分かるね。

・自分の標準体重と肥満度を算
出してみよう。

○既にがんになった本人とその家族が，
自分たちを責めないための配慮も必要
である。*

○冊子で取り上げられている生活習慣の
うちいくつかは，成人してからでない
と心がけられないものである。対象と
なる生徒にとって，特に実践すべきポ
イントを強調する。*

○冊子Ｐ11にＢＭＩが示されている。
ＢＭＩは，成人を対象とした指数であ
り，中学生期には資料３の計算式を使
うよう説明する。

○肥満傾向であっても軽度であれば，身
長の伸びにともなって肥満度が減るこ
ともあるので，あまり心配する必要が
ないことを説明する。

◆【思考・判断】
　調和のとれた生活やがんなどの生活習
慣病について，健康に関する資料で調
べたことを基に，課題や解決の方法を
見つけて説明している。（記述や発言）

資料２
科学的根拠に基づくが
ん予防（冊子）

資料３
自分の標準体重と肥満
度を計算してみよう

ま
と
め
　
　
５
分

5. 本時のまとめをする。
〈予想される反応〉
・がんの予防について家族にも
話してみたい。

・がん検診についてもう少し詳
しく知りたいな。

○カードに記入したことを発表させる。
◆【知識・理解】
　調和のとれた生活やがんなどの生活習
慣病について，理解したことを話した
り，書いたりしている。（観察・学習カー
ド）

学習カード

○ がんにはたばこ，細菌・
ウィルス，過量な飲酒，
偏った食事，運動不足
など，多様な原因があ
ること。

○ がんになるリスクを減
らすための工夫とし
て，たばこを吸わない，
規則正しい生活，バラ
ンスのとれた食事をす
る，適度な運動などの
方法があること。

*参考「がんのことをもっと知ろう（指導書）」→ P99

－ 29－－ 29－ － 30－－ 30－

第 2 章　実践編　２　中学校第３学年　保健体育（保健分野）



（４）資料等
　資料１：がん種別リスク要因と予防法

国立がん研究センターがん対策情報センター　がん情報サービス　がん種別リスク要因と
予防法より一部抜粋して作成（参照 2017/2/25）
http://ganjoho.jp/public/pre_scr/cause/part_distinction.html

がん部位 主な原因 予防方法

食道がん 喫煙，飲酒，肥満，熱い飲み物や食べ物　等

　喫煙者はまず禁煙しましょう。飲酒も適量
を心掛け，熱い飲食物は覚ましてから口にし
ましょう。野菜（でんぷん質のもの除く）や
果物，βカロテンやビタミンCを含む食品の
摂取がおそらく確実な予防要因とされていま
すので，積極的に摂（と）るようにしましょう。

胃がん 高塩分の食品，飲酒，喫煙，ピロリ菌の持続
感染　等

　喫煙者は，まず禁煙しましょう。食事は高
塩分の食品を控え，減塩を心掛けましょう。
ピロリ菌の持続感染は胃がんのリスク要因に
なるため，ピロリ菌を持っている人は定期的
に胃がん検診を受けることをお勧めします。

大腸がん
家族歴，肥満，喫煙，飲酒や赤肉（牛・豚・
羊の肉），加工肉（ベーコン，ハム，ソーセー
ジなど）　等

　運動による予防効果が確実とされていま
す。特にデスクワークなどで運動不足になり
がちな人は，日常の中で体を動かす習慣をつ
けましょう。また，食物繊維を含む食品の評
価は近年確実な予防要因と位置づけられまし
た。にんにく，牛乳，カルシウムはおそらく
確実な予防要因です。

肝臓がん 肝炎ウイルスの持続感染，喫煙，飲酒，肥満，
糖尿病，運動不足　等

　肝炎ウイルス感染予防と，肝炎ウイルスの
持続感染者に対する肝がん発生予防。肝炎ウ
イルス感染が判明した場合，特に禁煙と節酒
を心掛けることが重要です。肥満や運動不足
の解消や，血糖コントロールも有効だと考え
られます。

肺がん 喫煙，受動喫煙，ディーゼル排ガス　等

　肺がんの最大の予防は，たばこを吸わない
ことです。たばこの発がん物質は，血液に乗っ
てさまざまな臓器に影響を与えるため，禁煙
することによって肺だけでなくさまざまな部
位に発生するがんのリスクを下げることがで
きます。
　また，受動喫煙も肺に対して発がん性があ
ることが確実とされています。たばこを吸
わない人は，できるだけたばこの煙を避けま
しょう。

乳がん 女性ホルモンのひとつであるエストロゲン，
飲酒，家族歴　等

　運動による乳がん予防効果はおそらく確実
（閉経後）とされています。日常生活を送る
上で運動を心掛け，リスク要因とされるアル
コールの過剰摂取を控えましょう。
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資料２：科学的根拠に基づくがん予防（冊子）

国立がん研究センターがん対策情報センター　
がん情報サービス　科学的根拠に基づくがん予防
（冊子）
（参照 2017/2/25）
http://ganjoho.jp/data/public/qa_links/brochure/
knowledge/301.pdf

資料２（Ｐ２）：日本人におけるがんの要因

－ 31－－ 31－ － 32－－ 32－

第 2 章　実践編　２　中学校第３学年　保健体育（保健分野）



資料２（Ｐ３）：５つの健康習慣

資料２（Ｐ４）：５つの健康習慣でがんになるリスクが低くなります
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資料３：自分の標準体重と肥満度を計算してみよう

学習カード
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中学校第３学年　「（４）健康な生活と病気の予防」カ : 保健・医療機関や医薬品の有効利用

１．単元名　保健・医療機関や医薬品の有効利用

２．単元の目標
・ 保健・医療機関や医薬品の有効利用について関心をもち，学習活動に意欲的に取り組むこと
ができるようにする。 　（関心・意欲・態度）
・ 保健・医療機関や医薬品の有効利用について，課題の解決を目指して，知識を活用した学習
活動などにより，科学的に考え，判断し，それらを表すことができるようにする。
 （思考・判断）
・ 保健・医療機関や医薬品の有効利用について，課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれら
と生活とのかかわりを理解できるようにする。 　（知識・理解）

３．単元について
小学校６学年の体育科保健領域では，がんに関わる検診が行われていて，一定の成果を上げて

いることは学習している。本単元は，検診の内容について，地域の保健サービスを教材に学習する。
ただし，検診の具体的な方法については，高等学校で学習することとする。
がん検診についての学習では，家庭からの協力を得，学習した成果を家庭に返すように働きか

けたい。

４．単元計画 （参考　文部科学省　「生きる力」を育む中学校保健教育の手引き）

第1時（本時①） 第2時（本時②） 第3時

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動

健康の保持増進や疾病予防の役割を担う保健・医療機関の有効利用 医薬品の正しい使用
○ がんは，日本人の死因の第１位で，
現在では，年間約36万人以上の
国民が，がんで亡くなっているこ
と
○その主な要因は人口の高齢化であ
ること
○生涯のうちにがんにかかる可能性
は，男性の60％，女性の45％
（2010 年）とされており，年々
増え続けていること

○健康の保持増進や疾病の予防に
は，保健・医療機関を有効に利用
することがあること
○早期のがんの場合，治療をすれば
治癒の可能性が高いこと
○早期に発見するためには検診を受
けることが不可欠であること
○日本では，肺がん，胃がん，乳がん，
子宮頸がん，大腸がんなどの検診
が行われていること

○医薬品は，正しく使用
すること

1. 健康が成り立つ要因や疾病の定義
について考える。
2. わが国のがんの現状について説明
を聞く。
3. 資料を参考に自分が住んでいる市
の，がんの死亡者数を調べる。
4. 日本において１年間にがんで死亡
している人数と自分の市の人口を
比較してみる。
5. 日本のがん発生の特徴について調
べる。

1. 日本のがん検診率が低いことを振
り返り，地域のがん検診について
考える。
2. 健康カレンダーを読み，保健・医
療機関が行っているがん予防等の
取組について話し合う。
3. がん検診の目的について考える。
4. 検診率の低さの原因を考える。
5. 本時を振り返り，地域の保健・医
療機関の有効利用について知る。

1. 医薬品の説明書を基に
しながら，使用回数，
使用時間，使用量など
の使用法について話し
合いや意見交換をする。
2. 薬の正しい使い方を確
認し，主作用と副作用
について説明を聞く。
3. 本時を振り返り，医薬
品の正しい使用につい
て知る。

－ 35－－ 35－ － 36－－ 36－



５．展開例①（１／３時間）
（１）健康の保持増進や疾病予防の役割を担う保健・医療機関の有効利用①
（２）本時の目標
・ 健康が成り立つ要因や，がんなどの疾病について，健康に関する資料で調べたことを基に，
課題や解決の方法を見つけて説明することができるようにする。 （思考・判断）

・ 健康が成り立つ要因や，がんなどの疾病について，理解したことを言ったり，書いたりす
ることができるようにする。 （知識・理解）

（３）展開
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
10
分

1. 健康が成り立つ要因や疾病の
定義について考える。

〈予想される反応〉
・外国という異なる環境が原因
でおなかをこわした。
・暴飲暴食は環境ではなく自分
自身の問題だね。
・元気がない状態。
・熱が出たりする。
・健康じゃない状態かな。

○日本で元気だった人があまり衛生的で
ない外国に旅行したところ，現地の水
や食事でおなかを壊した事例や暴飲暴
食でおなかを壊した事例を提示する。

○教科書の図を用い，主体，環境と健康・
病気との関係について説明する。

○病気（疾病）とはどういう状態のこと
を言うのか問いかける。

教科書

展
　
開

　
　
35
分

2. 学習のねらいを知る。

3. わが国におけるがんの現状に
ついて知る。

〈予想される反応〉
・日本人の死因の第１位だ。
・年々増加している。
・2010 年には約 36 万人が
がんで亡くなっている。

4. 資料を参考に自分が住んでい
る長野市の，がんの死亡者数
を調べる。

〈予想される反応〉
・平成24年の長野市のがんに
よる死者は1101人だね。

・死亡数が3983人だから3.6
人に1人ががんで亡くなって
いるということだね。

5. 日本において１年間にがんで
死亡している人数と自分の市
町村の人口を比較する。

○日本人の死亡原因の第１位はがんであ
るが，小児がんは子どもの死亡原因の
第１位ではないこと，成人のがんと同
様に小児がんについても必ずしも死に
直結したものではない（7～ 8割が
治る）ことに留意する。*

○ここでは，例として長野市のデーター
を示しているが，各市町村で統計をま
とめ公表しているので活用していただ
きたい。
○地域によって差があるが，日本ではほ
ぼ３人に１人ががんで亡くなっている
ことを説明する。

○ここでは，例として長野市のデーター
と比較しているが，各市町村の人口と
比較すると分かりやすいと思われる。

資料１
がんの現状と要因

資料２
長野市の人口とがん死
亡者数

資料をもとに，日本や長野市のがんの現状について調べてみよう。

*参考「がんのことをもっと知ろう（指導書）」→ P99

－ 35－－ 35－ － 36－－ 36－
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展
　
開
　
　
35
分

〈予想される反応〉
・全国のがんで亡くなった人は
36万人で長野市の人口は約
38万人だから，ほぼ同じだね。

6. 資料からがんと年齢の関係に
ついて調べる。

〈予想される反応〉
・男性の 60％，女性の 45％
ががんになるんだ。

・ほぼ２人に１人だね。
・男性の 26％，女性の 16％
ががんで亡くなるんだ。

・ほぼ４人に１人だね。
・年齢が上がるにつれてがんが
増えている。

・がんの原因は加齢だね。

7. 資料から日本のがん発生の特
徴について調べる。

〈予想される反応〉
・日本は外国と比べると，男女
共に「胃がん」が多い。

・日本はがん検診の受診率が低
いね。

○がんの元となるがん細胞は，年をとる
につれて，できやすくなる。また，長
生きすればするほど，がんになること
が多くなることを説明する。

○この資料は現在20歳の人が，今後
がんにかかる可能性をまとめたもので
あることを説明する。

○年齢によってなりやすいがんがあるこ
とを説明する。（子宮頸がん，乳がん
は若い女性に多く，前立腺がんは高齢
男性に多い）

○日本人では，40代から80代までの
すべての年齢で，がんが死亡原因の第
１位であることを説明する。

○日本ではこれらの年齢の人の数がどん
どん増えている。そのためにがんにな
る人も，がんで亡くなる人も増え続け
ていることを説明する。

○近年，食事などの生活習慣が変化した
ため，欧米に多かった大腸がん，乳が
んなどの割合が増えていることを説明
する。

◆【思考・判断】
　健康が成り立つ要因や，がんなどの疾
病について，健康に関する資料で調べ
たことを基に，課題や解決の方法を見
つけて説明している。（記述や発言）

資料３
何％の人ががんにな
る？

資料４
年代別がん死亡率

資料５
がん死亡割合の国際比
較

資料６
がん検診受診率の国際
比較

ま
と
め
　
　
５
分

8. 本時のまとめをする。
〈予想される反応〉
・がんの検診ってどんなことを
しているのかな。

○カードに記入したことを発表させる。
◆【知識・理解】
　健康が成り立つ要因や，がんなどの疾
病について，理解したことを言ったり，
書いたりしている。（観察・学習カード）

○次時は，長野市で行われている健康診
断について学習することを予告する。

学習カード

○ がんは，日本人の死因
の第１位で，現在では，
年間約 36 万人以上
の国民が，がんで亡く
なっていること。

○ その主な要因は人口の
高齢化であること。

○ 生涯のうちにがんにか
かる可能性は，男性の
60％，女性の 45％
（2010 年）とされて
おり，年々増え続けて
いること。

－ 37－－ 37－ － 38－－ 38－



（４）資料等
資料１：がんの現状と要因　　　　　　　　　　

出典：2011 年厚生労働省人口動態統計

資料２：長野市の人口とがん死亡者数　

平成 26 年度長野市保健所の概要　より作成　（参照 2017/2/25）
https://www.city.nagano.nagano.jp/soshiki/h-soumu/62923.html

－ 37－－ 37－ － 38－－ 38－
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資料３：何％の人ががんになる？
　①今 20 歳の人が，がんと診断される確率～がん罹患リスク（2010 年データーに基づく）

　②今 20 歳の人が，がんで死亡する確率～累積死亡リスク（2013 年データーに基づく）

国立がん研究センターがん対策情報センター　最新がん統計（参照 2017/2/25）
http://ganjoho.jp/public/statistics/pub/statistics01.html

資料４：年代別がん死亡率

国立がん研究センターがん対策情報センター　最新がん統計（参照 2017/2/25）
http://ganjoho.jp/public/statistics/pub/statistics01.html

－ 39－－ 39－ － 40－－ 40－



資料５：がん死亡割合の国際比較 （出典：公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計 ’13」）
＊棒グラフの上の数字はがん死亡率（人口 10 万対）

国立がん研究センター  がん対策情報センター  がん死亡割合の国際比較（参照 2015/2/25）
http://ganjoho.jp/data/professional/statistics/backnumber/2008/fi g21.pdf#search='%E3%81%8
C%E3%82%93+%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E6%AF%94%E8%BC%83'

－ 39－－ 39－ － 40－－ 40－
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資料６：がん検診受診率の国際比較 （出典：公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計 ’13」）

国立がん研究センター がん対策情報センター がん死亡率・がん検診受診率の国際比較
（参照 2015/2/25）
http://ganjoho.jp/data/professional/statistics/backnumber/2009/fi g21.pdf#search='%E3%81%8
C%E3%82%93%E6%A4%9C%E8%A8%BA+%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E6%AF%94%E8%
BC%83'

学習カード

－ 41－－ 41－ － 42－－ 42－



６．展開例②（２／３時間）
（１）健康の保持増進や疾病予防の役割を担う保健・医療機関の有効利用②
（２）本時の目標
・ 健康の保持増進やがんなどの疾病予防の役割を担う保健・医療機関の有効利用について，
健康に関する資料で調べたことを基に，課題や解決の方法を見つけて説明することができ
るようにする。 （思考・判断）

・ 健康の保持増進やがんなどの疾病予防の役割を担う保健・医療機関の有効利用について，
理解したことを言ったり，書いたりできるようにする。　 （知識・理解）

（３）展開　　　
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
10
分

1. 日本のがん受診率が低いこと
を振り返り，地域のがん検診
について考える。

〈予想される反応〉
・検診はしていると思う。
・うちのお父さん，この前人間
ドックに行くって言ってたよ。

○資料を掲示し，前時に学習した内容を
振り返る。
○日本の受診率が低いのは，検診が行わ
れていないのか，それとも行われてい
るのに検診に行く人が少ないのか予想
させる。

資料
がん検診受診率の国際
比較（前ページの資料
６）

展
　
開

　
　
35
分

2. 学習のねらいを知る。

3. 健康カレンダーを読み，保
健・医療機関が行っているが
ん予防等の取組について話し
合う。

〈予想される反応〉
・いろいろな検診をしているん
だね。

・長野市は６種類のがん検診を
行っている。

・健康な人は受けなくていいの
かな。

4. がん検診の目的について考え
る。

〈予想される反応〉
・症状のない人が検診を受ける
ことで，治癒につながる早期
がんが見つかる確率が高くな
るんだね。

○厚生労働省の推奨する５つのがん検診
は，それを実施することで地域のがん
死亡率を減少させる効果が認められた
ものであることを説明する。（長野市
の場合は男性の前立腺がんを独自の判
断で実施している）*
○小児がんについては国が推奨できるほ
ど科学的根拠に基づいたものは確立さ
れていないことに触れる。*
○子宮頸がんに対してワクチンの接種が
有効であるが，ワクチンだけでは不十
分であり検診が必要であることを説明
する。
○現在，子宮頸がんワクチンについては
積極的な推奨をしていないことに触れ
る。（平成27年３月現在）

○早期発見，早期治療が，がんの死亡を
防ぐことを伝える。

○症状のない健康な人が，検診を受ける
ことが大切であり，自覚症状のある人
が病院を受診することは，がん検診で
はないことを説明する。*

資料１
平成 26 年度長野市健
康カレンダー

資料１の①
検診別対象者一覧

資料１の②
がん検診の目的

資料をもとに，長野市が行っている検診について調べてみよう。

○ 日本では，肺がん，胃
がん，乳がん，子宮頸
がん，大腸がんなどの
検診が行われているこ
と。

*参考「がんのことをもっと知ろう（指導書）」→ P99

－ 41－－ 41－ － 42－－ 42－
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展
　
開
　
　
35
分

・資料２を見ると，がん検診の
効果が高いことが分かるね。

・検診にかかる費用も市が補助
しているんだね。

・検診が行われているのに受診
率が低いのはどうしてだろう。

5. 受診率の低さの原因を考える。
〈予想される反応〉
・うちのお母さんは仕事が忙し
くて行けないって言ってた。

・資料１の③を見ると忙しくて
行けないという理由が２番だ
ね。

・自覚症状がないから行かなく
てもいいと思っている人が多
い。

○検診ですべてのがんが発見されるわけ
ではないので定期的に検診を受ける必
要があることを説明する。

○市町村によって，検診の費用を補助し
ていることについて説明する。

○忙しくて検診に行けないと言っている
身近な人を検診に行くよう勧めるシナ
リオを用意してロールプレイングを行
うことも考えられる。

◆【思考・判断】
　健康の保持増進やがんなどの疾病予防
の役割を担う保健・医療機関の有効利
用について，健康に関する資料で調べ
たことを基に，課題や解決の方法を見
つけて説明している。（記述や発言）

資料２：がん検診の効
果

資料１の③：がん検診
を受診しない理由 

ま
と
め
　
　
５
分

6. 本時のまとめをする。
〈予想される反応〉
・うちに帰ったら検診に行くよ
うお母さんを説得したいな。
・自分も検診を受ける年齢に
なったら，積極的に行きたい
と思った。

○カードに記入したことを発表させる。
◆【知識・理解】
　健康の保持増進やがんなどの疾病予防
の役割を担う保健・医療機関の有効利
用について，理解したことを言ったり，
書いたりしている。（観察・学習カード）

○家族ががん検診を受けているかという
ことに関心を持たせる。

学習カード

○ 早期のがんの場合，治
療をすれば治癒の可能
性が高いこと。

○ 早期に発見するために
は検診を受けることが
不可欠であること。

－ 43－－ 43－ － 44－－ 44－



（４）資料等
資料１：平成 26 年度長野市健康カレンダー

長野市保健所健康課作成
平成 26 年度長野市健康カレンダー
（参照 2017/2/25）
http://www.ci ty.nagano.nagano. jp/
uploaded/attachment/65246.pdf

資料１の①：検診別対象者一覧　

－ 43－－ 43－ － 44－－ 44－
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資料１の②：がん検診の目的 

資料２：がん検診の効果 

資料１の③：がん検診を受診しない理由 

－ 45－－ 45－ － 46－－ 46－



学習カード

－ 45－－ 45－ － 46－－ 46－
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１．主題名　中学校第３学年　生きようよ　　３－（１）

生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の命を尊重する

２．ねらい
悪性腫瘍という病気に冒されながら，最後まで病気と闘い，亡くなる直前に自分の死を受容し，

家族をなぐさめようとするしほさんの気持ちを考えることを通して，一人一人の生命はかけがえ
のない尊いものであることを理解し，自他の生命を尊重する気持ちを高めることができる。

３．主題設定の理由

ねらう道徳的価値に即した子どもの実態
命の大切さについて理解はしているものの，その大切さを意識して生活することが少なく，命

に対して無頓着になったり生命を軽視したりしがちな生徒たち。

教師の願い
一人一人の生命はかけがえのない尊いものであるという，命の大切さについてより深く理解し，

自他の生命を尊重していこうとする心情を育んでほしい。

資料の価値
苦しい治療の中で，命の大切さを見つめ，家族に温かいなぐさめの言葉をかけるしほさんの言

葉は，命に対して無頓着になったり生命を軽視したりしがちな生徒たちに響きやすい。

教材化（一時間をどう構想するか）
当時一般的ではなかった告知を受け，自分の予後について知ったしほさんが，残された貴重な

日々を親しい人と自宅で過ごすことを希望したわけを考えることを通して，何気なく過ごしてい
る一日一日の大切さに気付かせたい。さらに，なぜ，遠く離れた父に電話で「また生まれ変われ
たら，おとうさんの子になってあげるからね」と言ったのだろうか，という中心発問によって，
残された家族を思うしほさんの温かい思いに迫りたい。

４．留意点
事前に保健体育科保健分野でがんに対する正しい知識を身に付けた上で，この題材を扱う。
がん患者さんには，痛みやつらさがあることに気づかせたい。以前は，「緩和ケアは，もう他に

治療ができなくなったとき，痛みを取るためだけに行うもの」という考えがあった。そのため，
無理に痛みを我慢してしまう人も少なくなかった。しかし現在では，患者さんが痛みやつらさを
自分だけで抱え込むのではなく，がんの進行度に関わらず，治療の最初の段階から，緩和ケアが
行われていることが一般的になってきた。このようなことにも触れながら，生徒たちが，がんに
対し，必要以上の恐怖心を抱かないよう留意する必要がある。*
患者さんが，がんを治療している間は，生活が変わり，病気のことやこれからのことなど，様々

な不安を感じる。患者さんにとって，家族は，一番身近でたよりになるサポーターである。何で
も話し合って気持ちを理解してあげることが，患者さんにとって力強い心の支えになることにも
気付かせたい。*

*参考「がんのことをもっと知ろう」→ P99

－ 47－－ 47－ － 48－－ 48－



５．展開例
主な学習活動・学習内容 ○指導上の留意点　　　◆評価

導
　
入
　
５
分

1. 普段の生活を振り返る。
〈予想される反応〉
・ペットの犬が死んでしまった時。
・祖父が亡くなった時。
・殺人事件のニュースを見た時。
・いとこの子どもが生まれた時。

○普段生活している中で，命を意識するのはどの
ような場面か振り返らせる。
○最近身近な人を亡くした生徒がいる場合，その
時のことを思い出して悲しい思いをする場合が
あるので事前に把握すると共に，授業中の様子
の変化に注意する。

展
　
開
　
　
35
分

2. 資料を読む。

3. しほさんが家に帰りたいと言った理由を考え
る。

〈予想される反応〉
・病気の治療がつらかったのかな。
・最悪なら一週間しか生きられないと言われたか
らだと思う。
・自分に残された日々を静かに過ごしたいと思っ
たのかもしれない。
・苦しむのはいやだというのは分かる。

4. お父さんにお別れのあいさつをした時のしほ
さんの気持ちを考える。

〈予想される反応〉
・飛行機で帰ろうとしているお父さんが自分の死
に間に合わないと感じていたからだと思う。
・自分のために帰ろうとしているお父さんにお礼
が言いたかったのだと思う。
・残される家族に悲しい思いをさせたくなかった
のだと思う。

○肺への転移でこれ以上治す手立てがなくなった
ことをおさえたい。また，しほさんもそのこと
に気づいていたこともおさえたい。
○当時は告知が一般的ではなかったことを説明す
る。
○苦しくないように薬を使い，チームでサポート
する緩和ケアは，今ではがんの進行度に関わら
ず，治療の最初の段階から，一般的に行われて
いることを説明する。

○「もう静かに眠りたい。こんなに一生懸命がん
ばったから，もういいでしょう」という記述か
ら，しほさんがだるさや苦しさに耐えながら，
最後まで精一杯生きようとしたことをおさえた
い。
○仕事先のシベリアから，娘に会うために一刻も
早く帰ろうとしている父親の気持ちをおさえた
い。
○自分がこれから死を迎えるにも関わらず，嘆き
悲しむ父親にやさしく，落ち着いた声で別れの
あいさつをするしほさんの気持ちに触れさせた
い。

ま
と
め

　
　
10
分

5. 今日，学習した感想を書く。
〈予想される反応〉
・自分たちが，いかに普段命について意識するこ
となく生活しているかが分かった。

・何気なく過ごしている一日一日を大切に生きた
いと思った。

・がん患者を支える家族の大切さがわかった。
・家族だけでなく医師や看護師がチームでサポー
トし，苦しさや痛さをやわらげていることが分
かった。

○患者さんが，がんを治療している間は，様々な
不安を感じる。患者さんにとって，家族は，一
番身近でたよりになるサポーターである。何で
も話し合って気持ちを理解してあげることが，
患者さんにとって力強い心の支えになることに
も気付かせたい。
◆生命はかけがえのない尊いものであることを理
解し，自他の生命を尊重する気持ちを高めるこ
とができたか。（学習カード・発言）

しほさんは，どうして家に帰りたいと言ったのでしょうか。

しほさんはどうして「また生まれ変われたら，おとうさんの子になってあげるからね」と
遠く離れたお父さんに電話で言ったのでしょう。（中心発問）

今日，学習した感想を発表してみよう。
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しほちゃんのごあいさつ

十九歳で逝ってしまった女の子のことをお話しましょう。
しほちゃん，大学生でした。太ももが腫れて，大学病院に入院させられました。その部
位が手術で取り除かれ，病理の先生に調べてもらったら，筋肉から発生した悪性の腫瘍で
した。
なんとか薬で抑えることができたように見えたのですが，しばらくたったころ，太もも
のつけ根にピンポン玉ほどのかたまりができてしまいました。それもなんとか治そうとし
ているうちに，それが肺に転移して，肺に水がたまってきてしまったのです。治す手立て
はもうありません。
「どうして水がたまったの。これからわたしはどうなるの。ちゃんと話を聞きたい」
化学治療を受けても息苦しさはよくなりません。今までは，ぼくの説明が自分を納得さ
せていたのに，今回はなんだかおかしいと感じたしほちゃんは，すべて話してほしいと真
剣に訴えます。
おかあさんは
「告知しないでください」
と言います。
じつは最初に治療された大学病院で「治せると思うよ。もし肺に転移していたらアウト
だったけどね」と主治医から説明を受けていたと言うのです。おとうさんは仕事でシベリ
アへ単身赴任していました。
ぼくはしほちゃんの願いをきいてあげたいと思いました。まだ，がんの告知は一般的で
はなかった二十年前のことです。もうどのくらい大丈夫か，などという予後の告知など，
だれもやっていない時代でした。息苦しさは肺への転移のせいであることを告げると，し
ほちゃんはさすがにがっかりしてしまったようでしたが，案の定，予後について聞いてき
ました。
「どれくらい生きられるの」
「最悪なら一週間かもしれない。でも，もし，病気が足踏みをしてくれれば何か月も生き
られるかもしれないよ」
少女は涙を流し，しばらく黙ってから言いました。
「家に帰りたい。でも，苦しむのはいやだ」
ぼくは絶対痛くないように，苦しくないように上手に薬を使うから，家の人も不安にな
らないようにチームでサポートするから，と約束しました。それからチャペルの牧師さん
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（チャプレン）だった佐々木先生にしほちゃんを紹介しました。
だるくて，身の置きどころのないようなつらさは，家に帰ってから日に日に増したよう
です。幼ななじみのボーイフレンドがやさしく背中をなでてくれるときが，彼女の唯一の
安息の時間だったようです。
そして最期の日，つきそっていた訪問看護師のチーフから
「今日かもしれない。先生とチャプレンに来てほしいそうです」
と連絡がありました。風邪で熱を出して寝ていたチャプレンに無理に頼んで来てもらう
と，
「もう静かに眠りたい。こんなに一生懸命がんばったから，もういいでしょう」
ぼくにではなく，チャプレンに彼女が聞いたのです。
「ほんとうによくがんばったね。もういいよ」
チャプレンは静かに言ってくれました。そのあと，
「おとうさんに電話したい」
シベリアで帰国の便を待っていたおとうさんに最期のお別れのあいさつを電話でしまし
た。
「しほーっ！」
電話の向こうで叫ぶ，おとうさんの悲痛な声が受話器を通して聞こえてきます。嘆き悲
しむおとうさんに，しほちゃんはとてもやさしく言ったのです。
「また生まれ変われたら，おとうさんの子になってあげるからね」
そして落ち着いた声で，おとうさんとおかあさんの子どもに生まれてしあわせだった。
とても楽しかったと感謝したのです。電話の向こうから号泣するおとうさんの声がひびい
ていました。
今，亡くなろうとしている彼女が，自分の死を受容して，おとうさんやお母さんをなぐ
さめているのです。人間はすばらしい生きものだとつくづく思いました。
ぼくももちろん泣きました。彼女の死に方というより生き方に打たれてもいました。こ
ういう純粋な，人間としてのすばらしさにふれることができるから，つらいことがいっぱ
いあっても，これまで医者を続けてくることができたのだと思います。
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生きようよ　
死んじゃいけない人だから

2010 年 9 月 30 日　第１刷発行

著者　細谷亮太
発行者　黒田丈二
発行所　岩崎書店

著者紹介

細谷亮太（ほそや　りょうた）
1948 年山形県生まれ。東北大学医学部卒業後，聖路加国際病院に勤務。現在，聖路加国際病
院副院長・小児総合医療センター長。専門は一般小児科のほか，小児がん，小児のターミナ
ルケア，育児学。本著の他『川の見える病院から』（岩崎書店）など著書多数。
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１．題材名　中学校第３学年「がんと共に生きる」（内容（２）－キ）

２．題材の目標
・ がんの治療後は，様々な不調を抱える人もいるが，今までどおりの生活ができるように “生
活の質 ” を大切にすることが重要であることや，がんになっても充実した生き方ができるこ
となどを理解できるようにする。 （知識・理解）
・ がんを誰もがかかる可能性のある病気として捉え，自分の生き方と関連づけて考え，生涯に
わたる健康の維持・管理に向けて自分の行動を自己選択・自己決定できるようにする。
 （思考・判断・実践）

３．題材について
○題材設定の理由
本題材は，心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成に関わる内容である。中学生に

とって，がんを自分ごととして捉えることは難しいと思われる。がん患者の方から直接話を
聞くことで，がんを身近な病気と捉え，自分の生き方と関連づけて考え，生涯にわたる健康
の維持・管理に向けて自分の行動を自己選択・自己決定できることが大切であると考え，本
題材を設定した。
○本題材の指導
生徒たちは，保健体育科（保健分野）「健康な生活と疾病の予防」の単元で，がんについて

学習している。本題材では，がん患者の方から，がんを治療した後も今までどおりの生活が
できるように “生活の質 ”を大切にすることが重要であることや，がんになっても充実した生
き方ができることを伝えていただくよう，事前に打ち合わせをしておく。
また，健康の維持・管理に向けて自分の行動を自己選択・自己決定するための学習カード

を用意し，実践に結び付けることができたか事後評価をする。

４．指導計画

５．本時の展開
目指す生徒の姿

日　時 活　動　内　容
事　前 ○月 ○保健体育の授業でがんの要因や予防方法について学習する。

本　時 ○月○日
第○校時

○がん患者の方の話を聞き，がんについて理解を深めると共に生涯に
わたる健康の維持に向けて自分の行動を自己決定する。

事　後 一週間後
朝学活

○一週間の自己の様子を振り返る。

集団活動や生活への
関心・意欲・態度

集団の一員としての
思考・判断・実践

集団活動や生活についての
知識・理解

自己の生活の充実と向上に関わる
問題に関心をもち，自主的，自律
的に日常の生活を送ろうとしてい
る。

日常の生活における自己の課題を
見出し，自己を生かしながら，よ
りよい解決方法などについて考
え，判断し，実践している。

集団や社会への適応及び健康で安
全な生活を送ることの大切さや実
践の仕方，自他の成長などについ
て理解している。

－ 51－－ 51－ － 52－－ 52－

第 2 章　実践編　２　中学校第３学年　特別活動（学級活動）



主な学習活動 ○指導の様子　　　◆評価 資　料　等

導
　
入
　
5
分

1. 本時のめあてを確認すると共
に，外部講師を紹介する。

〈予想される反応〉
・今日はがん患者さんから，が
んの体験談を聞くんだな。

○がんの患者さんに対するイメージを学
習カードに書き，発表させる。

学習カード

展
　
開

　
　
35
分

2. がん患者の方から，自身のが
んとその治療について話を聞
く。

〈予想される反応〉
・乳がんの患者さんなんだ。
・早く発見できたから治療に
よってよくなったんだな。
・でも再発しないか不安なんだ
な。
3. がんになっても充実した生き
方ができることを理解する。

〈予想される反応〉
・がん患者さんは元気がないと
思っていたけど，元気そうだ
な。
・がんと共生し，目標をもって
生き生きと生活することが大
切なんだな。
・逆に，がんになったことによっ
て自分の命を見つめ，一日一
日を大事に生活することがで
きるようになったんだね。
・自分はただなんとなく一日を
過ごしている。これじゃいけ
ないな。

講師自己紹介

資料をもとに，がんについて説明

がんに関する絵本の読み聞かせ

◆【知識・理解】
　がんになっても充実した生き方ができ
ることについて理解したことを表現し
ている。（学習カード・発言）

講師資料

絵本

ま
と
め
　
　
10
分

4. 今日のお話を聞いて今後の生
き方について目標を決める。

【自己決定】
〈予想される反応〉
・自分も一日一日を大切に生き
たい。
・健康に気をつけ，病気になら
ないように予防したい。
・検診も受けたい。

○決めたことを発表させる。
○一人一人の自己決定を認め，称賛して
今後への実践意欲を高める。
◆【思考・判断・実践】
　がんを誰もがかかる可能性のある病気
として捉え，自分の生き方と関連づけ
て考え，生涯にわたる健康の維持・管
理に向けて自分の行動を自己選択・自
己決定している。（学習カード・発言）

学習カード

めあて：がんの患者さんがどのような思いで生きているか理解しよう。
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６．資料他

講師説明資料（部分）

７．授業後の感想

●がんにかからないと思っていても，がんにかかってしまったことは，思ったよりもショッ
クが大きいのだと話を聞いて思いました。がん患者同士で話すことはとても大切なことだ
と思いました。自分の親などががんにかかってしまった場合，助けたり，手伝ったり，思
うようにいかない部分を補ったりしていこうと思いました。 

●私は，がんにかかったらどんな気持ちになるだろうと考えると，暗いことをイメージして
しまいます。でも，今日の講演会で○○先生を見て，そんなことはないんだと思いました。 

●がんでも明るく生きている○○先生を見て，がんのイメージが変わりました。私が将来，
がんになる可能性も十分あるし，家族がなる可能性もあるけど，もしそうなってしまった
ら，私も明るくがんに向き合いたいと思いました。でも，一番は，規則正しい生活を送って，
がんをなるべく防いでいきたいです。 

●がんになっている人は，普通に身近にいるんだというのが印象に残り，いつ誰がなるかわ
からないし，もしかしたらもう家族の誰かがかかっているかもしれないので，親にもこの
ことをきっかけに検診とかを進めてみようと思いました。
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